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（1）  第532号（改版第35号） 2018年（平成30年）婦人ひめじ

2
月
11
日
㈰
、
世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
8
が
開
催

さ
れ
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
は
、
昨
年
同
様
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
に

甘
酒
を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
も
東

御
屋
敷
跡
と
大
手
前
公
園
の
2
箇
所
で
提
供
し
ま
し
た
。
ラ
ン

ナ
ー
の
方
々
に
「
と
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
」
と
喜
び
の
お
言
葉

を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
月
7
日
㈯
、
姫
路
城
三

の
丸
広
場
に
お
い
て
観
桜
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

観
桜
会

観
桜
会

姫路市連合婦人会合併記念の桜です

4
月
17
日
㈫
、
婦
人
会
活
動
室

に
お
い
て
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
平
成

29
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算

報
告
が
あ
り
、
平
成
30
年
度
の
事

業
計
画
と
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

 

本
年
度
役
員

会

　
　長

　岩
田

　稔
恵（
豊
富
）

副
会
長

　河
南
眞
稚
子（
中
寺
）

　
　
　
　
　稲
田

　恵
子（
広
峰
）

書

　
　記

　豊
田
多
恵
子（
水
上
）

　
　
　
　
　東
山

　昌
代（
城
西
）

会
計
監
査

　竹
中

　安
美（
四
郷〈
見
野
〉
）

外
部
監
査

　有
馬

　妙
子

第
4
回 

世
界
遺
産

姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
8

第
4
回 

世
界
遺
産

姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
8

新
年
度

　ス
タ
ー
ト

新
年
度

　ス
タ
ー
ト

新
年
度

　ス
タ
ー
ト

新
年
度

　ス
タ
ー
ト
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姫
路
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
・

少
年
の
主
張
弁
論
大
会
姫
路
市
中
央
大
会

第
21
回
姫
路
市
身
体
障
害
者

地
域
啓
発
総
合
福
祉
大
会

お
も
て
な
し
講
演
会

生
活
学
級
合
同
修
了
式

ま
ち
美
化
視
察
研
修

子
育
て
応
援
ネ
�
ト

全
県
大
会

乳
が
ん
自
己
触
診
講
演
会

2018年（平成30年） 第532号（改版第35号）  （2）婦人ひめじ

1
月
27
日
㈯
、
市
民
会
館
に
て
開
催
さ

れ
、
河
南
副
会
長
を
は
じ
め
理
事
が
出
席
し

ま
し
た
。
市
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
弁
論
大
会

が
行
わ
れ
、

中
学
生
が

し
っ
か
り
と

自
分
の
主
張

を
発
表
し
て

い
ま
し
た
。

1
月
28
日
㈰
、
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

1
月
30
日
㈫
、
姫
路
商
工
会
議
所
に
お
い

て
、
桑
原
征
平
氏
に
よ
る
「
征
平
の
世
界
旅

行
記
〜
50
ヶ
国
を
旅
し
て
〜
」
の
講
演
会
が

行
わ
れ
、
岩
田
会
長

を
は
じ
め
多
数
の
会

員
が
参
加
し
ま
し

た
。
桑
原
氏
の
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
お
話
に

み
ん
な
ひ
き
つ
け
ら

れ
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
一
時
に
な
り
ま
し

た
。

2
月
16
日
㈮
、
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
生
活
学
級
合
同
終
了
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

各
校
区
の
代
表
者
が
、
石
見
市
長
か
ら
修

了
証
書
を
受
け
取
っ
た
後
、
一
年
間
の
発
表

を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
演
会
と
し
て
、
家
庭
料
理
研

究
家
の
奥
薗
壽
子
氏
に
よ
る
「
暮
ら
し
の
笑

顔
は
食
卓
か
ら
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

2
月
1
日
㈭
、
姫
路
の

ま
ち
を
美
し
く
す
る
運
動

協
議
会
の
会
員
と
し
て
、

岩
田
会
長
を
は
じ
め
6
名

で
参
加
し
ま
し
た
。

神
戸
の
港
島
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
と
こ
う
べ
環
境

未
来
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
増
え
続
け
て
い
る
ゴ

ミ
の
対
策
に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
る
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

2
月
8
日
㈭
、
兵
庫
県
公
館
に
て
開
催
さ

れ
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か
ら
6
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
河
南
副
会
長
が
姫
路
市
の
子
育

て
支
援
活
動
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

2
月
9
日
㈮
、
香
寺
事
務
所
2
F
に
お
い

て
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
乳
が
ん
の
自

己
触
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

製
鉄
記
念
広
畑
病
院　

乳
腺
外
科
部
長　

箕

畑
順
也
先
生
の

お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
婦
人
会

か
ら
会
長
他
7

名
が
参
加
し
ま

し
た
。
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市
制
記
念
式

在
宅
ケ
ア
勉
強
会

国
際
交
流
研
修
会

美
化
活
動

ク
リ
�
ン
作
戦

第
30
回

和
辻
哲
郎
文
化
賞
授
賞
式

県
婦
人
会
北
野
美
智
子
会
長

旭
日
小
綬
章
受
章
記
念
祝
賀
会

（3）  第532号（改版第35号） 2018年（平成30年）婦人ひめじ

5
月
9
日
㈬

　赤
十
字
の
つ
ど
い

5
月
12
日
㈯

　お
城
ま
つ
り
総
お
ど
り

5
月
21
日
㈪

　兵
庫
県
連
合
婦
人
会
総
会

5
月
30
日
㈬

　消
費
者
月
間
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

6
月
予
定

　地
域
啓
発
講
演
会

7
月
4
日
㈬

　福
祉
推
進
委
員
会

7
月
下
旬

　県
婦
人
会
大
会

8
月
15
日
㈬

　姫
路
市
戦
没
者
追
悼
式

9
月
22
日
㈯

　県
婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

今
後
の
活
動
予
定

4
月
2
日
㈪
、
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
平
成
30
年
姫
路
市
制
記
念
式
に

参
加
し
ま
し
た
。

3
月
17
日
㈯
、
姫
路
市
医
師
会
館
5
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
え
っ
退
院
？
こ
の
状

態
で
…
〜
い
ま
ど
き
の
病
院
事
情
と
在
宅
事

情
〜
」
と
題
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
で

講
演
会
が
あ
り
ま
し

た
。
質
問
に
答
え
る

型
で
、
講
師
の
皆
様

よ
り
解
答
を

兼
ね
た
、
わ

か
り
や
す
い

お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

3
月
8
日
㈭
、
ひ
ょ
う
ご
女
性
交
流
館
に

て
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
、
河
南
・
稲
田
副

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
事

業
に
つ
い
て
」
現

地
で
復
興
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
さ
れ
た
、
神
戸

赤
十
字
病
院
看
護

師
の
三
嶋
千
恵
氏

の
講
演
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

3
月
6
日
㈫
10
時
よ
り
、
大
手
前
通
り
周

辺
を
重
点
的
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま

し
た
。
姫
路
の
ま
ち
を
美
し
く
す
る
た
め

に
、
会
員
が
力
を
合
わ
せ
、
き
め
細
か
く
ゴ

ミ
を
集
め
ま
し
た
。

3
月
4
日
㈰
、
姫
路
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
た
第
30
回
和
辻
哲
郎
文
化
賞

授
賞
式
に
、
岩
田
会
長
を
は
じ
め
理
事
が
出

席
し
ま
し
た
。
式
典
後
ロ
バ
ー
ト
キ
ャ
ン
ベ

ル
氏
の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

2
月
17
日
㈯
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か
ら

岩
田
会
長
を
は
じ
め
理
事
が
出
席
し
ま
し

た
。
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2018年（平成30年） 第532号（改版第35号） （4）婦人ひめじ

▲落語よりも脳トレかしら

▲9月が楽しみです

▲火事はこわい

活動報告活動報告
1
月
15
日
㈪
、
溝
口
公
民
館
に
お
い
て
、
姫

路
市
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業
と
し

て
落
語
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
た
ん
た
ん
落
語
会
」
は
但
馬
・
丹
波
で
活

動
さ
れ
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

代
表
の
春
歌
亭
丹
馬
さ
ん
、
女
性
ア
マ
チ
ュ
ア

落
語
家
日
本
一
の
尼
乃
家
河
鹿
さ
ん
、
手
作
り

笛
の
演
奏
者
マ
エ
ス
ト
ロ
足
立
さ
ん
の
3
名
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
で
3
回
目
の
出

演
で
す
。

巧
妙
な
語
り
口
で
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま

れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
河
南
　
眞
稚
子
）

「
た
ん
た
ん
落
語
会
」で

 

大
笑
い

中
寺
校
区

3
月
4
日
㈰
、
生
活
学
級
の
一
環
と
し
て
、

花
の
北
市
民
広
場
の
料
理
室
で
「
味
噌
作
り
講

習
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

や
わ
ら
か
く
煮
た
大
豆
と
こ
う
じ
を
ミ
ン
サ

ー
で
ミ
ン
チ
状
に
し
て
、
塩
と
混
ぜ
合
わ
せ
瓶

に
入
れ
、
9
月
ま
で
ね
か
せ
ま
す
。

体
に
い
い
、
お
い
し
い
味
噌
が
食
べ
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
味
噌
作
り
も
10
年
目

を
む
か
え
、
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

（
豊
田
　
多
恵
子
）

「
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

 

味
噌
作
り
」

水
上
校
区

1
月
26
日
㈮
、
広
峰
公
民
館
に
て
第
5
回
生

活
学
級
と
し
て
姫
路
東
消
防
署
員
の
義
隆
司
氏

に
よ
り
ま
す
「
消
防
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

た
。D

V
D
を
使
っ
て
住
宅
内
に
潜
む
火
災
の
原

因
や
身
を
守
る
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
に
帰
り
、
冷
蔵
庫

や
ソ
フ
ァ
の
後
ろ
の
掃
除
、
タ
コ
足
コ
ン
セ
ン

ト
、
火
災
警
報
器
の
点
検
等
早
速
行
な
い
〝
絶

対
に
火
事
を
出
さ
な
い
〞
と
思
っ
た
学
習
会
で

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
井
　
知
津
子
）

消
防
教
室

広
峰
校
区
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（5）  第532号（改版第35号） 2018年（平成30年）婦人ひめじ

▲愛の讃歌!! 熱唱

▲修了式

▲歯の健康教室▲歯の健康教室

▲お城と桜とボンボリと城西が一つに!

校区婦人会校区婦人会
皮
革
フ
ェ
ア
の
前
夜
祭
と
し
て
3
月

10
日
㈯
に
、
見
野
の
郷
交
流
館
に
て
女

性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
の
一
環
で

「
J
A
Z
Z
P
A
R
T
Y
2
0
1
8
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ジ
ー
ナ
イ
ト
・
ア
ン
ド
・
リ

エ
コ
の
皆
さ
ん
の
素
敵
な
演
奏
に
素
晴
ら
し
い

夕
べ
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
界
一
周
の
旅
と

題
し
て
、
国
旗
を
み
せ
な
が
ら
、
リ
エ
コ
さ
ん

の
熱
唱
に
皆
さ
ん
か
ら
の
盛
大
な
拍
手
が
会
場

を
つ
つ
み
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
竹
中
　
安
美
）

第
九
回
　
ち
ょっ
と
お
し
ゃ
れ
な

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト四

郷（
見
野
）校
区

婦
人
会
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
社
協
豊
富

支
部
の
ふ
れ
あ
い
給
食
・
子
育
て
広
場
（
豊
富

す
く
す
く
ひ
ろ
ば
）・
ふ
れ
あ
い
喫
茶
（
絆
）
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー

と
共
に
、
い
つ
も
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

準
備
な
ど
、
と
て
も
た
い
へ
ん
な
事
も
多
々
あ

り
ま
す
が
、「
楽
し
か
っ
た
」「
美
味
し
か
っ

た
」
の
言
葉
を
聞
く
為
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
婦
人
会
活
動
の
理
解
が
薄
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
が
、
私
達
は
、
楽
し
く
前
向
き
な
活

動
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岩
田
　
稔
恵
）

社
会
福
祉
協
議
会

豊
富
支
部
活
動

豊
富
校
区

4
月
3
日
㈫
、
姫
路
城
三
の
丸
広
場
で
、
城

西
女
性
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
岩
成
連
合
自
治
会

長
・
衣
笠
副
会
長
・
阿
形
副
会
長
・
石
田
会
計

の
三
役
の
方
達
と
の
懇
親
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
満
開
の
桜
の
美
し
さ
と
私
達（
？
）
が
重

な
り
、
若
い
人

に
全
く
負
け
て

い
な
い
岩
成
会

長
以
下
3
名
の

方
達
も
桜
も
羨

む
、
城
西
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
応
援
し

て
下
さ
っ
て
い

る
よ
う
思
い
ま

し
た
。

2
月
11
日
㈰
に
行
わ
れ
た
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン

で
は
、
連
合
婦
人
会
の
甘
酒
提
供
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
校
区
女
性
部

と
し
て
接
待
と
走
路
員
の
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
東
山
　
昌
代
）

満
開
の
桜
の
下
で
の

懇
親
会

姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

城
西
校
区
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だよりだより

◆募集人数
◆応募資格

◆任　　期
◆内　　容

◆選考方法
◆応募方法

◆募集期限

2人
市内在住で、平成30年4月1日現在、20歳以上の男女共同参画社会の形成に興味のある人（姫路市議会議員、姫路市職員、姫路
市の付属機関等の委員である人を除く。）
平成30年7月から2年間
原則として平日の昼間に年2回程度開催する会議に出席し、プランの実施などに意見を述べていいただきます。審議会に出席い
ただいた場合、市の規定に基づき報酬をお支払いします。
書類選考（選考結果については、応募者全員に文書で個別に通知します。）
応募用紙（様式は自由ですが、標準のものは下記で配布。）に必要事項と「男女共同参画の実現」についての意見（800字程
度）を記載し、男女共同参画推進課へ持参するか、郵送・FAXまたは電子メールにより応募してください。また、男女共同参画
推進課ホームページ内の申込フォームからも応募できます。
（応募用紙配布場所）
男女共同参画推進課、駅前市役所、各支所・出張所・地域事務所など。男女共同参画推進課ホームページからも取り出せます。
平成30年5月25日㈮必着

地域の子育てにご協力いただける方を募集中！地域の子育てにご協力いただける方を募集中！

姫路市男女共同参画審議会委員の募集姫路市男女共同参画審議会委員の募集

「姫路市男女共同参画プラン2022改訂版」を策定しました「姫路市男女共同参画プラン2022改訂版」を策定しました

ファミリーサポートセンターは、育児の援助を受けたい人と援助を行いたい人を結び、子育てを地域で相互援助するお手伝いをしています。

お問い合わせ　姫路市ファミリーサポートセンター（姫路市市之郷1006の8　すこやかセンター3階）
　　　　　　　☎：079-223-5638　　　受付時間：平日の午前9時～午後5時

主な援助内容　小学校、保育施設等までの送迎を行う
　　　　　　　小学校、保育施設等の終了後に子どもを預かる
　　　　　　　日常的な家事、乳児の育児補助等の産前・産後のサポート など
報酬について　1時間あたり 700円～

登録説明会は随時行っています。
事前にお問い合わせの上、
ご予約をお願いします。

【問い合わせ】 姫路市男女共同参画推進課
〒670-0012　姫路市本町68番地290　イーグレひめじ3階　TEL（079）287-0803 ／ FAX（079）287-0805
ホームページ　http://www.city.himeji.lg.jp/2870803　　メール　danjosuishin@city.himeji.lg.jp

姫路市では、平成26年度から男女共同参画の推進に関する重要な事項について調査審議するため、姫路市男女共同参画審議会を設置してい
ます。
この度、姫路市の男女共同参画社会づくりに参画し、ご意見をいただける方を市民の皆さんから募集します。

姫路市では、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく個性と能力を十分に発揮することができる社会の実
現に向けて、平成13年に「姫路市男女共同参画プラン」、平成25年には「姫路市男女共同参画プラン2022」を策定しました。
この度、計画期間の中間年に当たり、プラン2022の内容を見直し、後期実施計画を定めた「姫路市男女共同参画プラン2022改訂版」を策
定しました。
改訂版は、平成28年4月の姫路市男女共同参画推進条例の施行後、初めて策定するプランであり、条例の基本理念を踏まえ、従来の基本目標や
重点課題を継承しつつ、社会情勢の変化に配慮したところです。また、女性活躍推進法の規定による市町村推進計画としても位置付けています。
男女共同参画は、家庭や地域、学校、職場などあらゆる分野に関わることから、様々な方々との連携を図りながら、各施策を推進していきま
すので、ご理解、ご協力をお願いします。
〈計 画 期 間〉平成30年度（2018年度）から平成34年度（2022年度）までの5年間
〈施策の体系〉

プランの詳細は男女共同参画推進課ホームページをご覧ください。

1.女性の人権・自己決定権の確立　2.男女の自律・自立意識の促進　3.「人権文化」の定着
4.あらゆる暴力の根絶

1.男女共同参画の視点に立った生まれる前からの保育・教育の推進
2.男女共同参画の視点に立った学校教育の推進
3.生涯学習での男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進

1.あらゆる分野における積極的改善措置（ポジティブ・アクション）の推進
2.地域社会での男女の対等な関係づくりと活動への共同参画
3.地域おこし・まちづくりへの男女共同参加・参画の促進

1.労働の場における男女平等の徹底　2.男女の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
3.農林水産業・商工業等自営業に携わる女性の労働評価と就業環境の整備

1.「性と人権」についての意識啓発　2.女性の健康の保持・増進への支援
3.生涯を通じた男女の健康支援

1.人にやさしいまちづくりの推進　2.介護の社会化のための環境整備　3.総合的な子育て環境づくり
4.社会的に困難な状況にある男女の生活安定

1.庁内推進体制の強化　2.男女共同参画を推進する拠点施設の充実・強化
3.市民・企業・団体等との連携

【基本目標】 【基本課題】

Ⅰ.人権尊重をめざす市民意識の育成

Ⅱ.男女共同参画を推進する教育・学習の充実

Ⅲ.政策・方針決定過程への女性の参画促進

Ⅳ.雇用等の分野における男女の均等な機会と
待遇の確保

Ⅴ.生涯を通じた心身の健康づくり

Ⅵ.少子・高齢社会における福祉の充実

推進体制の整備
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